
（別紙４）

～ 令和7年2月10日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和7年2月3日

（対象者数） 9 （回答者数） 8

～ 令和7年2月10日

（対象数） 5 （回答数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も引き続き連携した支援を展開していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保育所等訪問支援の取組等を愛育センターのHPで広く発

信したり，愛育センターで行っている保護者勉強会や交流会

等についても参加できるよう検討していく。

2

3

○事業所名 旭川市愛育センター （保育所等訪問支援事業）

○保護者評価実施期間 令和7年1月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年1月15日

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年1月15日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・多職種での連携した支援ができている。 ・保育士，PT，OT，STでチームを編成し，子どもの状況や

訪問の目的に合わせて基本２名での訪問を実施している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・子ども支援や訪問先支援に比べ，保護者支援が十分ではな

いこと。

・これまでは児童発達支援と保育所等訪問支援を併用される

方が多く，保育所等訪問支援のみを利用される方の保護者支

援については検討する機会が少なかったため。

事業所における自己評価総括表公表


